
 

学術フォーラム 2010 開催のお知らせ 

 
とき／平成 22 年 2 月 21 日（日） ところ／日本歯科大学生命歯学部 

 
 本フォーラムでは，8名の演者が60分の講演，他にデモ等を午前 2名，午後 2名行います。3会場で同時に進行しますの
で，受講者は最多4題まで受講することができます。特別講演では，稲垣明弘先生の「レセプトオンライン化への対応」と
題する講演を行います。多くの先生方のご参加をお待ちしております。 

※本年度から軽食はご用意しておりません。 

 

● 演者ならびに演題 ● 

 

◇ 特 別 講 演 ◇ 
 

稲 垣 明 弘  （日本歯科医師会・常務理事）         レセプトオンライン化への対応 
 

◇ 講     演 ◇ 
< 生命歯学部 > 

河 合 泰 輔  （ 放 射 線 学 講 座 ･ 講 師 ）        歯科用コーンビームCT装置と画像の基本的な特徴について 

渡 辺 昌 司  （ 内 科 ･ 講 師 ）        新型インフルエンザについて 

< 附属病院 > 

岡 部 貞 夫  （口腔腫瘍診療センター・客員教授）         歯科医師は口腔がんの第一発見者！？ 

原   節 宏  （顎関節症センター・准教授）         顎関節症のとらえ方・接し方 

< 新潟生命歯学部 > 

佐 野 公 人  （ 麻 酔 学 講 座 ･ 教 授 ）        アナフラキシーショックを攻略する 

< 学   外 > 

鈴 木 雅 之  （東大宮総合病院歯科口腔外科）        ビスホスホネート系薬材への対応 

秋 山 勝 彦  （山梨県開業・東京歯科大学卒）         マイクロスコープを用いた歯周治療（仮） 

高 柳 篤 史  （埼玉県開業・東京歯科大学卒）         歯みがきの常識・非常識～行動科学に基づいたブラッシング用具の選択と使い方～（仮） 

 

◇  講  演（テーブルクリニック） ◇ 

< 附属病院 > 

北 村 和 夫  （ 総 合 診 療 科 １ ･准 教 授 ）        明日からの臨床に即役立つ根管形成のコツ 

竹 井   潤  （ 技 工 士 科 ･歯 科 技 工 士 ）        テンポラリークラウンの製作法‐歯科技工士からみた操作法（コツ）‐ 

村 松 健 司  （ 小 児 歯 科 ･ 助 教 ）        外傷における簡便かつ確実な処置法 

< 新潟生命歯学部 > 

水 谷 太 尊   （ 口 腔 外 科 ･ 准 教 授 ）       歯科手術の勘どころ 「今さら聞けないこと」「今だから聞けること」 

                                         （ 順 不 同 ） 

     ＜お問い合わせ＞ 

日本歯科大学校友会 ℡０３‐３２６１‐８９７１ 

会報 35-2号（11月 10日発行予定）に学術フォーラム2010のお知らせおよび申込書を同封いたします。 


